
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（証紙収入等）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

655 1,816 655 655

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

文化財的価値のある銃砲刀剣類の保存が図られ、安心できる銃砲刀剣の取引ができるよう、継続して事業を実施していく。

目標に対

する成果

の状況

登録件数は、目標をほぼ達成した。景況の向上により、銃砲刀剣等の流通も活発になってきており、近年減少気味であった登録件数も増

加した。

 概算事業費（B（A）+C） 8,849 9,950 8,913 8,913

8,258 8,258

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

1,816 655

概　算

人件費

1.00 1.00 1.00 1.00

8,258

591 1,692 655

8,258

655 655 655

合計（A) 655 655

６回

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 655

補正予算 1,161

美術刀剣類保存講習会 負担金

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

銃砲刀剣類登録審査会 直接 ・法令に基づく登録のための審査会を開催 615 615 615

・日本美術刀剣保存協会長野県北支部及び南支部と

講習会を共催

40

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

銃砲刀剣類所持等取締法

課・室 文化財・生涯学習課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

655

・銃砲刀剣類の危害防止及び文化財的価値のあるものの保護活用を図る。

・刀剣類の文化財としての貴重性について啓発を行うとともに、美術刀剣類の鑑定・保存等取扱いについての知識向上、伝統文化の振興

及び普及啓発を図る。

銃砲刀剣類所持等取締法により、美術品若しくは骨とう品として価値のある火縄式銃砲等の古式銃砲又は美術品として価値のある刀剣類

の登録を実施することにより、文化財的価値のある銃砲刀剣類の保存が図られている。

成果目標の達成状況

項目

審査会開催回数

登録件数

事業番号 15 07 13 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 銃砲刀剣類登録及び公開費銃砲刀剣類登録及び公開費銃砲刀剣類登録及び公開費銃砲刀剣類登録及び公開費
担

当

課

部局 教育委員会事務局

◆文化芸術の振興 実施期間 S26 ～

６回 ６回 達成

未達成388件 400件 399件

・銃砲刀剣類登録審査会の開催：年６回

・美術刀剣類保存講習会の開催：年２回

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

６回

400件

40 40

合計 655 655


